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（論文内容の要旨） 

 

 私の作陶の原動力となっているのは、美しい物を作りたいという思いです。私が陶芸という表現の手

段を選んだのは陶土というものは、加工が容易で、その種類も豊富なのでイメージを形にすることに適

していると思ったからです。青白磁とは青磁と白磁の中間で白磁の素地上に青磁釉を薄く施したもので

す。 

 青白磁制作技法の中でも、特に私を惹きつけたのが完全に乾燥してからでも削れるという特色を活か

した「彫文」という技法でした。「彫文」の技法は修正が可能で、彫っていく中で試行錯誤ができるので

す。その試行錯誤を繰り返すうちに彫文自体の奥行きが広がり器の内に広がる空間を造る可能性に気づ

いたのです。 

 最初の作品として制作したものは、私の技術の未熟さもあり焼成時に割れてしまいました。しかし、

その破片の表面を見てみると、柔らかく青く光り、その中に文様が浮かんでいたのです。この時の悔し

かった思いもよく覚えているのですが、それにも勝るこの時の感動が特に印象深く心に残り、現在の私

の創作の源になっているのです。同時に私はこの青白磁の釉色に豊かな水のイメージを持ちます。釉の

表面が光透きとおった艶やかな水面というのが青白磁を一目見た時の、第一印象でした。この豊かな水

をイメージさせる青白磁釉を用いて表現したいという思いに駆られたのです。 

 私が作品を作り出すことの中心においているのはまず轆轤です。それは轆轤成形による器制作に尽き

ない魅力と造形的な表現の可能性を感じていてそれを引き出したいと思うからです。轆轤は柔らかい土

を回転させることで自由自在に伸ばし縮め、あるいは膨らませて形を造り、その過程でそれぞれの形の

バランス感覚や、性格を反映しながらより個性ある形へと変化していくものです。轆轤造形はその時そ

の場所でしか造られないのです。また、これは素早く作れるという大きなメリットがあります。同じ器

制作などでも叩き絞りで造る金属器などの行程を見ていると大変長い時間を割かないと器になっていき

ません。その分いつでも手を加えられるというメリットはあるのですが、それに比べて轆轤成形の場合

一日に一つというようなスローなペースで器を作ることはまずありません。“土を轆轤に据えてから一気

に土を引き上げる”この一気に引き上げる行為が器をいきたものにするのです。 

 土が伸びている感じ、柔らかく膨らむ形、柔らかい土ながらに重力に必死に耐える緊張感など挙げれ

ばたくさんありますが、これらはこの一気に引き上げる行為が導くもので私が考える大きな轆轤造形の

可能性を示唆するものだと思うのです。 
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 私は、壷に文様やレリーフを彫りつける「刻文」という技法を主として取り入れています。具体的に

は、植物や動物を観察して写生することを通してデフォルメまたは文様化して器に装飾します。刻文と

は、器に文様を刻みつけるものですが、刻みつけるということが持つ意味は非常に重大なものがあると

思うのです。それは、器自体に文様を刻みつけることで形と文様が一体化できるという器形を尊重した

技法だからです。器体と装飾の間に色彩、質感の違いは存在しないのです。また、刻文自体は薄肉彫り

なのでそこには立体感が生まれてきます。そして、それが文様の持つリアルな空間へと変化してくれる

のです。この器に刻み付けるという刻文技法を突き詰めていけば、必ず強く器形との共存を果たしてよ

り強い空間へとつながっていく大きな可能性を秘めているものだと思うのです。 

 私は釉薬の中でも透明釉に近い組成の青磁釉を制作の中心に取り入れています。私がこれを取り入れ

るようになったのは、その釉色の美しさの圧倒的な魅力にあります。 

 次に、光と影での形の解釈から来ているところが大きいです。器がうっすら青みがかることにより光

と影が強調される効果があります。青白磁とは白磁の胎に透明釉と同じような組成の青磁釉が掛ったも

のです。これに光が当たると透明釉のため釉自体の透光性は非常に高く光が当たっている部分は白磁の

胎を強く照らし出すため釉色は白くなるのです。逆に影の部分は光が届かなくなり胎の表面つまり釉面

の青の発色が強くなります。さらに、青磁釉が刻文に与える影響も多大なものがあります。それは、刻

文によりできた凹凸の面に、よく溶けて軟らかい組成の釉が凹部に溜まって濃い青を発し、凸部の釉は

薄くなって胎の色に近い白っぽい青を発します。これが、刻文の陰影を強調し、刻文が浮き立つだけで

なく、そこに奥行きが出来て空間感に繋がるのです。これらの点は、形を何より重視する私の磁器制作

に欠かせないものであり、造形要素としての大きな可能性を秘めています。 

 私は自然界の植物、動物からインスピレーションを受け、その美しさを造形化、文様化して作品とし

て変換してきました。自然界の形は偶然でも、意図して作られたものでもなくそれは、必然性をしっか

りと持って存在しているのです。それに自然界の法則にのっとった生命力を感じるのです。自然界のフ

ォルムとはこのような自然界を生き抜く摂理により形成されていて、ここから生まれるフォルムそのも

の、プロポーションバランスはとても美しいものだと思うのです。そして、このフォルムを私のフィル

ターを通して変換し器に持ってくることで器の内外に美しく広がる空間感を作ることを造形の狙いにし

ているのです。 


